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　本書は竹浪祥一郎教授を中心とする桃山学院大学・共

同研究プロジェクトの成果としズまとめられた意欲的な

共同労作である。社会主義のもとでの計画と市場という

本書のテーマは，社会主義の歴史どともに古いが同時に

現代社会主義経済論のアクチュアルかつ中核的な研究領

域に属するb

　官僚的なソ連型集権制社会主義に随併する情報・利

害・効率に関連する問題は，すでに今世紀20，30年代に

vo11　Mises，　Lange，　Hayek等によってすぐれて現代的

な論脈をもって明瞭に1なっていたが，50年代末から60

年代はじめには社会主義国の群生という背景とこれまで

の歴史的経験をふまえてNemchinov，　Novozhilov，
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